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問1 古墳時代に見られる、上から見ると鍵穴のような形（一方が四角く、一方が丸い）をした古墳の特徴について述べた文とし
て、正しいものはどれですか。 （2021年　鹿児島県公立入試　類似）

1.  近畿地方を本拠とする大和政権
の拡大に伴い、各地の首長に受け
入れられた形式である

2.  弥生時代に中国大陸から伝わっ
た形式であり、主に北九州地方で
多く見られる

3.  聖徳太子による冠位十二階の制
定と同時に、身分を示す墓として
推奨された

4.  鎌倉時代に幕府の許可を得た武
士のみが、自分の領地に築くこと
ができた

問2 古墳時代には、巨大な墳墓の周囲や頂上に、土で作られた焼き物が並べられました。これらには円筒形のもののほか、家、
馬、あるいは武具を身につけた人物をかたどったものがありますが、これらを総称して何と呼びますか。 （2015年　岡山公立入試　類似）

1.  埴輪 2.  土偶 3.  銅鐸 4.  勾玉

問3 5世紀後半、現在の埼玉県にある稲荷山古墳と熊本県にある江田船山古墳から、金象嵌（きんぞうがん）で文字が刻まれた鉄剣
や鉄刀が出土しました。これらの出土品に共通して刻まれていた人物の名と、そこから推測される当時のヤマト政権（大和政
権）の状況として適切なものはどれですか。 （2020年　和歌山公立入試　類似）

1.  ワカタケル大王の名が刻まれて
おり、ヤマト政権の勢力が九州北
部から関東地方まで及んでいたこ
とがわかる。

2.  卑弥呼の名が刻まれており、邪
馬台国の勢力が西日本から東日本
一帯に広がっていたことがわか
る。

3.  聖徳太子の名が刻まれており、
天皇を中心とした中央集権体制が
全国で完成していたことがわか
る。

4.  中大兄皇子の名が刻まれてお
り、律令に基づいた地方支配が関
東や九州まで及んでいたことがわ
かる。

問4 ヤマト王権の王たちが「倭の五王」として中国の南朝へ繰り返し使節を送り、当時の国際社会において自らの地位を誇示しよ
うとした主な背景と目的として、最も適切な説明はどれですか。 （2024年　栃木公立入試　類似）

1.  朝鮮半島における軍事的な指揮
権を中国の皇帝に認めさせ、外交
を有利に進めるため

2.  最澄などの僧を派遣し、仏教を
日本へ正式に導入するための許可
を得るため

3.  大陸から稲作の技術を導入し、
国内の食料生産を安定させるため
の指導を仰ぐため

4.  坂上田村麻呂を派遣して東北地
方を制圧するために、強力な武器
の支援を求めるため

問5 「大陸の王朝の力を利用して国づくりをはじめた」とされる5世紀の倭の王について、当時の国際情勢と外交方針を述べた文と
して正しいものはどれですか。 （2017年　長野県公立入試　類似）

1.  倭の王は南朝へ朝貢し、朝鮮半
島南部における立場を有利にする
ための承認を求めた

2.  聖徳太子が遣隋使を派遣し、中
国の皇帝と対等な外交関係を築く
ことを目指した

3.  元（モンゴル帝国）の侵攻に備
えるため、高麗と協力して大陸の
情報を収集した

4.  足利義満が明の皇帝から「日本
国王」の称号を得て、勘合貿易を
開始した

問6 5世紀頃、ヤマト政権の王が中国の南朝へ使いを送った主な目的として、最も適切な説明はどれか。 （2020年　鳥取公立入試　類似）

1.  朝鮮半島南部における軍事的な
指揮権の承認を得て、武器や農具
の原料となる鉄資源を安定的に確
保するため

2.  中国の進んだ律令制度を学び、
仏教を公認することで、天皇を中
心とした中央集権体制を確立する
ため

3.  魏の皇帝から「親魏倭王」の称
号と金印を授かり、国内の豪族に
対して自らの正当性を示すため

4.  白村江の戦いで敗れた後、唐と
の国交を回復し、大陸の最新文化
や技術を積極的に導入するため

問7 3世紀ごろの中国大陸では、複数の勢力が対立して覇権を争っていました。この時期、日本の邪馬台国の女王である卑弥呼が使
いを送り、「親魏倭王」の称号を授かったとされる国が含まれる時代の名称を選びなさい。 （2016年　和歌山公立入試　類似）

1.  三国時代 2.  戦国時代 3.  五代十国時代 4.  南北朝時代

問8 古墳時代の大和政権において、朝鮮半島や中国から渡来した人々（渡来人）が果たした役割や、彼らがもたらした文化的な影
響について述べた文として正しいものはどれですか。 （2024年　群馬公立入試　類似）

1.  大和政権で外交や財政管理に従
事し、仏教などの新しい文化や技
術を伝えた

2.  稲作を初めて日本に伝え、各地
に高床倉庫を持つ集落を形成させ
た

3.  銅鐸や銅剣などの青銅器を用い
た祭祀を広め、巨大な前方後円墳
を築いた

4.  狩猟や採集に代わる新しい生活
様式として、磨製石器の製作技術
を広めた

問9 5世紀中頃に造られた日本最大の面積を誇る大仙陵古墳（仁徳天皇陵古墳）の所在地について、日本列島を4つの地域に分けた
とき、この古墳が位置する場所を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2020年　東京都公立入試　類似）

1.  中尊寺金色堂などの文化遺産が
ある、東北地方（岩手県付近）

2.  富士山が位置する、中部地方
（静岡県付近）

3.  百舌鳥・古市古墳群が広がる、
近畿地方（大阪府付近）

4.  屋久島などの自然遺産がある、
九州地方南端（鹿児島県付近）



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え 1
近畿地方を本拠とする大和政権の拡大に
伴い、各地の首長に受け入れられた形式
である

前方後円墳は3世紀後半から造られ始め、大和政権（ヤマト王権）の拡大とともに全国へ普及しま
した。大阪府にある大山古墳（伝・仁徳天皇陵）のように世界最大級の規模を持つものもあり、こ
れは当時の王の権力の強大さを物語っています。

問2 答え 1
埴輪

古墳の周囲や墳丘の上に並べられた土製品を埴輪（はにわ）と呼びます。埴輪には、王の権威を示
す役割や、葬儀の儀式の様子を再現する役割があったと考えられています。縄文時代に魔除けや安
産を祈願して作られた「土偶」とは、作られた時代や目的が異なるため、混同しないよう注意が必
要です。

問3 答え 1
ワカタケル大王の名が刻まれており、ヤ
マト政権の勢力が九州北部から関東地方
まで及んでいたことがわかる。

埼玉県の稲荷山古墳と熊本県の江田船山古墳という、遠く離れた二つの地域から同一の王である
「ワカタケル大王（雄略天皇）」の名を記した文字資料が出土したことは、当時の歴史を知る上で
極めて重要です。この事実は、5世紀後半にはヤマト政権の政治的な支配力が、九州北部から関東
地方にまで及ぶ広大なものになっていたことを裏付けています。この大王は、中国の歴史書『宋
書』倭国伝に登場する「倭の五王」の一人である「武」と同一人物であると考えられています。

問4 答え 1
朝鮮半島における軍事的な指揮権を中国
の皇帝に認めさせ、外交を有利に進める
ため

5世紀の東アジアでは、朝鮮半島の高句麗、百済、新羅などが勢力を争っていました。ヤマト王権
は、中国の皇帝から「安東大将軍」といった軍事的な指揮権を含む称号を授かることで、朝鮮半島
南部における自国の影響力を国際的に正当化しようとしました。これは、当時の日本が朝鮮半島の
鉄資源や先進技術を確保するために、外交的な優位性を必要としていたという背景に基づいていま
す。

問5 答え 1
倭の王は南朝へ朝貢し、朝鮮半島南部に
おける立場を有利にするための承認を求
めた

5世紀の倭の王たちは、中国の南朝に使いを送り、皇帝から「安東大将軍」などの称号を授かりま
した。これは中国の国際秩序の中に組み込まれることで、朝鮮半島南部での自国の影響力を正当化
し、他の諸国との交渉を有利に進める狙いがありました。他の選択肢は、飛鳥時代、鎌倉時代、室
町時代の出来事です。

問6 答え 1
朝鮮半島南部における軍事的な指揮権の
承認を得て、武器や農具の原料となる鉄
資源を安定的に確保するため

5世紀の「倭の五王」は、中国の南朝へ遣使し、朝鮮半島南部での軍事的な優位性を認めさせるこ
とで、当時日本国内で産出できなかった鉄資源を安定して入手しようとしました。これにより、強
力な武器や効率的な農具を生産し、半島諸国や国内の豪族に対して政治的な優位を保つ狙いがあり
ました。

問7 答え 1
三国時代

3世紀の中国大陸では、魏、呉、蜀の三つの国が並び立ち、互いに勢力を争っていました。この時
期を三国時代と呼び、日本の邪馬台国の女王・卑弥呼は、その中の一つである「魏」に使いを送
り、金印や銅鏡を授かることで自らの権威を高めようとしました。

問8 答え 1
大和政権で外交や財政管理に従事し、仏
教などの新しい文化や技術を伝えた

朝鮮半島や中国から日本に移り住んだ渡来人は、当時の先進的な知識を持っていたため、大和政権
において外交文書の作成や財政の記録・管理といった重要な実務を担いました。彼らを通じて、6
世紀の百済からの仏教伝来に代表されるような、大陸の新しい学問、宗教、技術が日本に定着し、
国家の仕組みが整えられていきました。

問9 答え 3
百舌鳥・古市古墳群が広がる、近畿地方
（大阪府付近）

大仙陵古墳は、現在の大阪府堺市に位置しています。この地域には巨大な古墳が集中しており、
2019年には「百舌鳥・古市古墳群」としてユネスコの世界遺産（文化遺産）に登録されました。岩
手県の平泉や、静岡県の富士山、鹿児島県の屋久島もそれぞれ世界遺産に登録されていますが、古
墳時代を象徴するこの巨大古墳は近畿地方に築かれました。


